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Centre　m6dian　Luysi（いわゆる視床正中中心核）

　　　　　　　　　の破壊による変性線維の追究

一周辺二二との関連についての考三一

金沢大学医学部外科学第一講座（主任：ト部美代志教授）

　　　　　　寺　　内　　　　捷

　　　　　　　（昭和48年1月29日受付）

　痛覚伝導路としての古典的脊髄視床路　classical

spinothalamic　tractについては，従来，多くの人

々によって研究され，我が国においても，先年久留

氏Dによってその脊髄経路が詳細に研究されている．

　しかるに，最近，Bowsher（1957）2｝は，痛覚伝

導1路として，　direct－spinotha【amic　tract　と，

spino・reticulo・thalamic　tract　とがあることを，

Nauta法3），4）によって証明している．また，　Nauta

ら（1957）5）は，脊髄からの上行路として，古典的脊

髄視床路　classical　spinothalamic　tractと　di・

f飽se　tegmental　pathwayとが存在し，前者は視

床腹側核群に終末し，後者はintrathalamic　fiber

systgmとsubthalamic　fiber　systemとに分れ属

すると報告して，痛覚伝導路に関して新しい局面を拓

いた．さらに，intrathalamic　fiber　systemは背

側に鋭く屈曲して，parafascicular　centro－median

complexに入り，そこから内側壁板　lamina　me・

dullaris　media［isに拡がる．他方，　subthalamic

componentはForers　subthalamic　field　と内側

毛帯　zona　incerta（ZI）とに終末すると報告して

いる．

　　　　　　　　　　ラ　Mehlerら（1960）　は人の脊髄前側索切戴術後の

変性線維が延髄，および，橋の網様体　formatio

reticularis，中脳の中心灰白質　griceum　centrale

（GC），腰強　colliculus　superior，視床の髄板内核l

nUCI．　intralaminariS　および，　nUC1．　VentraliS

posterQ－llateralis（VPL）　にのびていることをみとめ

　いる．

　草間（1967ソ）はこれらの解剖学的所見を総括し

て，脊髄を上行する痛覚伝導路は，’網様体formatio

retiCULariS，　中脳の中心灰白質griCeUm　Cent・

rale（GC），髄板内核nucl．　intralaminaris，視床後

核群，nucl．　ventralis　postero－lateralis（VPL）

に終末するとしている，

　一方，ト部ら（1963－1966）8）～18）は，電気生理学的

実験を行ない，内臓知覚，ことに，有害刺激に対する

受容認知機構においてnuci．　ventralis　Postero－la・

teralis（VPL）を中継核とする古典的脊髄視床路

classical　spinothalamic　tractのほかに1いわゆる

視床正中中心核　centre　m6dian　Luysi（以下CM

と略詔する）が主要な役割を果しているこ．とをみいだ

した，これに基づいて悪性腫瘍末期患者にみられる頑

痛症に対してCM核破壊手術　CM・Thalamotomyを

施行し，すぐれた除痛効果を収めている．

　この生理学的現象を裏書きするに足るCMに関連す

る投射路の神経解剖学的検索は　Luys（1865）19）以

来二，三の人々によってなされてはいるが，その領域は

未だ十分に明らかにされていない，そこで，著者はC

Mを破壊した後の変性線維を追跡することによって，

CMとそれに関連する諸核との間の線維結合について

知見を加える目的で研究に着手したのである，

　　　　　　　　研　究　方　法

　実験には，体重2～3kgの成熟ネコを用いた．動

物を東大脳髄式定位固定装置に固定して，視床のCM

に電気凝固巣を作り，手術後の脳組織をとり，それに

ついて　Nauta法によって変性線維を追跡したもの

である．

　麻酔はラポナール（チオペンタール・ナトリウム）

25mg／kgを腹腔内に注射して行なった．なお，適当

な麻酔深度が得られない場合には，エーテル吸入麻酔

　Researches　of　the　Fiber　Degeneration　after　Eiectrical　Coagulation　of　Centre　Median

Luysi（CM）．　Takeshi　TeraucLi，　Department　of　Surgery（1），（Directer：Prof．　M．　Urabe），

School　of　Medicine，　Kanazawa　University．
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を追加した．動物の頭頂部を剃毛した後，皮膚を消毒

した．滅菌操作の下に，長さ1，5cmの皮膚切開を加

え，dri11で頭蓋に直径約0．5cmの穿孔を作った後

に，硬膜を切開し，Jasper＆Marsan20＞の脳地図

に従って，CM（AP：7．0－8．0，　L：1．0－3．5，　H：

1．0－3．0）に同心双極電極を播灯した．

　破壊巣を作成したネコを10－14日間生存させた後，ラ

ボナール500mg腹腔内注射による麻酔下に，大動脈に

括入した　cannu1aを通して生理的食塩水1，000cc，

次いで10％中性フォルマリン加生理的食塩水1，00Qcc

による潅流固定を行なった．脳を延髄を含めてとりだ

し，101％中性フォルマリン液で1～3ヵ月間固定し

た．

　この標本について，氷結法により，前額断，あるい

は，矢状断の面において，25～30μの厚さの連続切片

を作成し，Nauta－Gygax変法（1957）3）に従って染

色した．

研　究　成績

　実験の行なわれたネコのうち，CMおよび，それに

隣接する核の一部のみに破壊巣が作成され，かつ，脳

各部の神経染色が均等だ行なわれた6例のネコについ

て変性線維を追跡観察した．その結果，CMと　1）視

床内諸二二，　2）基底核諸核，および，3）下部脳

幹諸核との間の関連における変性線維について検討

し，みとむべき成績を得た．記載にあたり神経解剖学

名は　Jasper＆Marsan（1958）の収載名を使用

し，町名については新見（1964）2Dを参照した．妓に

いう1）視床内諸核出，2）基底核諸核および3）下

部脳幹諸核とは，主として観察考按を進める上での便

宜に基づき，視床および周辺諸核を次のように分括し

たものである．

　1）視床内諸核群：

　a）次の三群を観察総括することができる．

・視床前核群；nuc1．　anterior　dorsalis　（AD），

　nucL　anterior　ventralis　〔AV》，　nucl．　anterior

　medialis（AM＞．

・視床外側核群；nucl，1ateralis　dorsalis（LD），

　nucL　lateralis　posterior　（LP）．

・視床腹側核群；nuc1，　ventralis　anterior（VA），

　nucL　ventralis　lateralis　（VL），　nucL　ventraiis

　medialis（VM），　nuc1，　ventralis　postero－media・

　lis　（VPM），　nucl．　ventralis　postero－1ateralis

　（VPL｝

　b）視床内側岡引；nuc1，　medialis　dorsalis（M

D），nucl，　parafascicularis（Pf），外側髄板　lamina

内

medullaris　lateralis（LML），　nucl．　centralis　late－

ralis　（CL）．

　c）視床後核群；視床野卑　nucl．　pulvinalis

（PuD，　nuc1．　limitans（Lim），外側膝状体　corpus

geniculatum　laterale　（GL），　内側膝状体　corpus

geniculatum　mediale　（GM）．

　d）視床正中核群；nucl．　reuniens（RE），

　2）基底核諸核：尾状核　nucl．　caudatus〔Cd），

淡蒼球globus　pallidus（GP），被殻putamen（Put），

前貸claustrum　（CD．

　3）脳幹酒食：中心灰白質　griceum　centraie
（GC），視床網様体核　nuc1．　reticularis　thalami（R｝，

黒質substantia　nigra（SN），赤核nuc1．　ruber
（NR）．

実　験　第　1

　ネコNo．8．体重，3，000g．

　Jasper＆Marsan　の　atlasで　AP：7．0，　L：

2，5，H：1．0に想定して電気凝固による破壊巣を作

成した．手術後生存日数14日間．

　一次損傷（破壊巣）：損傷は図1に示す如く，左CM

に限局し，その中心は，CMの中心よりや＼内側にあ

る．前後関係ではCM前側部にその中心があり，　Jas・

per＆Marsanのatlasによる概ねFr．6．5から7．5

にわたる範囲に鋭利に限局する．破壊巣の性状を組

織学的に検すると，中心部と背側部とでは壊死を起し

て，脳実質の融解欠損を生じ，その周囲では，空泡状

の変性を示し，さらに，その外側には小円形細胞の浸

潤がみられる．

　二次変性線維群：脳実質各断面における変性線維

出現の状況の観察結果を再構築して線維結合の状況を

把握せんとするにあたって，まず，削切面での変性線

図1　実験第1　ネコNα8　破壊巣模型図
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維の分布について記述する．CMの最大面積部は，概

ねFr．6．5乃至7．0の位置にあるとみられる．従っ
て’ C記載にあたってFr．7．0の断面に相当する前額断面

を起点とし，それを中心として前側の各断面における

観察結果を述べる。

　Fr．7．0の面における所見（図2）．

　破壊巣の外側，背側，および内側の周辺に多数の変

性線維群をみとめる．nucl．　parafascicularis（Pf》

の全域に多量の変性線維をみとめ，　nucl．　medialis

dorsalis（MD）の腹側部にも少量のそれがみとめら

れる．　nuc1．　lateralis　posterior（LP）の腹側部，

および，外側部に亘って，これと並んで視床枕核

nuc1．　pulvinaris（Pul）の中央部に中等量の変性線維

をみとめる．また，中心灰白質　griceum　centrale

（GC）の中央部から腹側部に亘って，少量の変性線維

をみとめる．

　Fr．10．5の面における所見（図3）

　この削切面においては，nucl，　medialis　dorsalis

（MD）の中央部より腹側部に亘り，少量の変性線維を

みとめる．　nucl．　lateralis　posterior（LP）では，

背外｛則部に少量の変性線維をみとめる．本断面では，

nucl．　centraiis　tateralis（CL）に，その中央部より戸

内側部に亘り多量の変性線維をみとめる．　nuc1，

ventralis　lateralis（VL）において，その中央部より

内面側部にわたり，極めて多数の太い変性線維群をみ

とめる．　nuc1．　ventralis　medialis（VM）におい

ては，その背側部に少量の線維がみとめられる，

nuc1．　ventralis　postero－lateralis（VPL）では，野

臥側部に少量の変性線維をみる．　nucl．　lateralis

dorsalis（LD）の外側部，　nucl．　anterior　ventra－

lis（AV）の外側部，　nuc1．　ventrahs　anterior（VA｝

図2　実験第1　ネコNα8
前額断Fr．6．5に相当する割面に

おける変性線維所見

の背内側部にそれぞれ少量の変性線維を観察し得る．

　Fr．11．0の面における所見（図4）．

　nucl．　medialis　dorsalis（MD）は，この切片ではわ

ずかにみとめられるが，その内腹側部に少量の変性線

維をみとめる．　nuc1．　centralis　lateralis（CL）の

中央部から内側部に亘り，多量の変性線維をみとめ

る．　　nucL　ventralis　lateralis　（VL），　nucL　vent・

ralis　medialis（VM），　nuc1．　ventralis　postero・la・

teralis（VPL）にはかなり多量の，　nucl．　ventralis

anterior　（VA），　nuc1．　anterior　ventralis　（AV）に

は少量の，変性線維をみとめている．

　また，この削切面においては，淡蒼球　910bus

pallidus（GP），被殻putamen（Put）の腹内側部

にも少量の変性線維がみられる．

　Fr．11、5の面における所見（図5）．

　nucl．　anterior　medialis（AM）の外背側部，　nucl．

ventralis　medialis　（VM）の全域，および，

図3　ネコNα8　Fr．10．5

図4　ネコNα8　Fr．11．0
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nuc1．　ventra［is　lateralis〔VL）の殆ど全域の広範囲

に亘り，多量の変性線維をみとめる．変性線維が隣接

する　hypotha［amus　lateralis〔HL）にも変性線維

か少しくみとめられる．nUCI．　VentraliS　anteriOr

（VA）の内側部に，少量の変性線維がみとめられ

る．内包　capsula　interna（CI）の中央部に中等量

の変性線維が，淡蒼球　globus　pallidus（GP｝の

中央部，被殻　putamen（Put）の背側部に中等量の

変性線維がみら1れる．

　Fr，12．0の面における所見（図6）．

　この削切面の　nucl．　anterior　medialls（AM）

においては，Fr．11．5の削切面におけると山々同程度

の変性線維をみとめている．この削切面では，　nucl．

ventralis　anterior（VA）が大きく出現し，かなり

多量の変性線維をそのうちにみるが。とくに，その中

央部から腹内側部に亘って多く集籏している．nuc【．

anterior　ventralis　（AV）には核全般に変性線維

がみられはするが，量としては多くはない．　hypo・

thalamus　lateralis（HL）にはなお少量の変性線維か

みられる．

　内包　capsula　interna（CI）の中央部の変性線維

量はこの削切面では少なくなっている．淡蒼球　glo・

bus　pallidus（GP｝，被殻putamen（Put＞におけ

る変性線維はこの面ではみられない，この・削切面に現

れる尾状核nucL　caudatus〔Cd）では，その中

央部において，横に帯状をなす変性線維群を中等量に

みとめる．

　なお，この削切面での特異所見として，反対側の

nucl．　ventralis　anterior（VA）の腹側部に少量の

変性線維群をみとめた．

　Fr，13．0の面における所見（図7）．

　本二二面ではhypothalamus　lateralis（HL）におい

て少量の変性線維をみとめる．内包CapSula　interna

（CI）の背側部にも変性線維か少量みとめられる尾状

図5　ネコNα8　Fr．11．5 図7　ネコNα8Fr．13．0
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核nucL　caudatus（Cd）における変性線維群はこ

の削切面では，核の全般に亘ってみとめられ，とく

に，内側部1／2において太い線維が濃密にみとめら

れる．視床網様体核　nuc1．　reticularis　thalami（R）

には少数の変性線維群をみとめる，

　Fr．15．0の面における所見（図8）．

　内包　capsμla」nterna（CI）において腹側部に近

く痕跡程度に変性線維群をみとめることができる．尾

状核　nucl．　caudatus（Cd）にはその中央部より外

側部にわたり，禰漫性にかなり多数の変性線維群をみ

とめる．

　小　　　　括

　1．視床内諸核群における変性線維．

　a）視床前核群，視床外側核群，および，視床腹側

核群に関連する変性線維．

　破壊巣から前側方に追跡される変性線維群はnUd，

centralis　lateralis　（CL）に入って，これを通過し

た後次第に分散し，その一つは背側にのびて　nuc1．

1ateralis　dorsalis（LD）にまで追跡される．他の多数

の線維群はさらに前方にすすみ，nucl．　ventralis

medialis（VM），　nucL　ventralis　lateralis（VL），および

nucl．　ventralis　anterior〔VA）のそれぞれに追究

される．また，その他の中等数の線維群はさらに前方や

や外側にすすみ，nucl．　anterior　medialis（AM｝，　nucl，

anterior　ventralis（AV）にそれぞれ追究される．な

お，nucL　venra正is　medialis（VM）に関連する変性線

維は前方にすすむと，その一部は分れて腹側に向い，

hypothalamus　lateralis（HL）にまで追究されてい

く．　nucl．　ventralis　anterior（VA》に関連する

変性線維は前方にすすむとその一部が　nucl．　reuni・

ens（RE｝の背側で正中線を越えて，対側の　nucl，

ventralis　anterior（VA）にまで追究されていく．

　次に，破壊巣から腹側外方に追跡される変性線維群

で，や＼後方にす＼み，　nucl．　ventralis　postero・

medialis（VPM）に入ってその背側部を横切り，nucl．

ventralis　postero・lateralis　（VPL）　の中央部ま

で追究されるものがある．

　b）視床内側核群に関連する変性線維．

　破壊巣から内側方に追跡される変性線維はCMに直

接接する　nucl．　parafascicularis〔Pf）に入り，こ

の核全域にわたって追究される．また，破壊巣から背

側方に向って追跡される変性線維はCMの背側に接す

る　nucL　medialis　dorsalis（MD）に入り，その腹

側部から中央部にわたって追究される，

　c）視床後船庫に関連する変性線維．

　破壊巣から背外側後方に追跡される変性線維は，

nuc1．　lateralis　posterior（LP）に入り，この核を

通過し，また，一部はその腹側を廻って，遠く後方に

すすみ，視床枕核　nuc1．　pu【vinalis（PuDの中央部

まで追究される．

　d）視床正中核群に関連する変性線維．

　この核群に関連する変性線維はみとめられなかっ

た．

　2．基底核諸核における変性線維．

　変性線維の一群が破壊巣から前側方に向って追跡さ

れ　nuc1．　centralis　lateralis（CL）に入って，これ

を通過し，nuc1．　ventralis　anterior（VA）と　nucl．

anterior　medialis（AM）との間を，外側前方に強

く進出して，尾状核　nucl．　caudatus（Cd）の頭部

の背側部，その体部の外側部，およびその尾部の腹側

部にまで追究される．

　次に，破壊巣から腹外側に追究されるもう一つの変

性線維群が，前方にすすんで，内包　capsula　inter・

na（CDの中央部を通過して，さらにかなりの距離を

腹側前方にすすみ，主として淡蒼球　globus　palli・

dus（GP）に，一部被殻putamen（Put｝の中央部に

まで追究される．

　3．脳幹雄核における変性線維．

　破壊巣から腹側に追跡される変性線維は，やや後方

に向い，まもなく中心灰白質　　griceum　centrale

（GC》に入り，その一部は前方にさらに遠く伸びて，

視床網様体核　nuc1．　reticu［aris　thalami（R｝1こ入

りその核内にまで追究される．

実験第　2
　ネコ，No．41，体重2，500g．

　」3sper＆MarsanのatlasでAP：7．0，　L：3．0，

H：0．5に想定して凝固巣を作成した．　手術後生

存日数：14日間．

　一次損傷（破壊巣）　：図9に示す如く，直径2mm

程度の破壊巣がCMの腹内側部に存在し，それはCM内

に鋭利に限局している．

　二次変性線維群：前額断面（Fr．6．5，　Fr．8．0，　Fr．

9．0，Fr．11．0，　Fr．11．5，　Fr．12．0，　Fr．13．0，　Fr．

15．0，Fr．6．0）における変性線維の分布を観察し，

それの再構築したものを小括において示した．

　Fr．6．5の面における所見（図11）．

　CMにおける破壊巣の周辺には，その全ての方向に

おいて変性線維がみとあられる．

　CMの内側に接iする　nucl．　parafascicularis〔Pf）

にはその全域にわたり，変性線維をみとめ，中心灰白
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質griceum　centrale（GC）にもその全域にわた

り，疎ではあるが，少量のそれをみとめる．

　Fr．8．0の面における所見（図12）．

　CMの腹側部に破壊巣をみとめ，変性線維はとくに

その背外側と腹｛則とにのびている．

　CMの背側に接する　nucl．　medialis　dorsalis

（MD）には，かなり多量の変性線維が，ことに，その

図9　実験第2　ネコNα41破壊巣模型図
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中央部から内側部にわたって著明にみとめられる．

nucl．　ventralis　postero－medialis（VPM）には，

ことにその外側部に少量の変性線維がみとめられる，

　また，nucL　lateralis　posterior（LP》には，変

性線維が広範囲にみとめられ，これに連なる視床枕核

nuc1，　pulvinalis　（Pu1）内にも中等量のそれがみと

められている．
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　この削切面では，黒質　substantia　nigra（SN）に

中等量の変性線維群をみる．

　Fr．9．0の面における所見（図13）．

　この削切面では　nucl．　centralis　lateralis（CL）

の背側部に変性線維が中等量にみとめられ，それに隣

あつで現れている　nucl．　ventralis　lateratis（VL）

にもかなり多量の変性線維がみられる．また，　nucl．

ventralis　postero¶iedialis（VPM）でみられる変性

線維の量は増．している．

　Fr．11．0の面における所見（図14）．

　この削切面では　nuc1．　centralis　lateralis（CL》

における変性線維が著明であり，nucl．　ventralis

medialis（VM）においてもそれがみられてくる．

　Fr．11．5の面における所見（図15）．

　　nucl．　ventralis　medialis（VM），　hucl．　ventralis

lateralis　（VL），　hucL　ventralis　anterior　（VA）

の，特に，それらの背側部に変性線維をみとめ，ま

た，nucl，　anterior　medialis（AM）の外側部に変

性線維がみとめられている．

　Fr．12．0の面における所見（図16）．

　nucl．　anterior　medialis　（AM）の全域，一nucl．

anterior　ventralis（AV）の背内側部には多数の変性

線維群をみとめる．　nuc1．　ventralis　anterior（VA）

の腹内側部にもかなり『の範囲に変性線維がみとめら

れ．なお分散して　nucl，　ventralis　anterior（VA）

の外域において外側髄板　1amina　meduilaris　late－

ralis（LML）にかなり多量の変性線維がみられる．ま

た，　nuc1．　anterior　medialis　（AM）　と　nuci．

ventralis　anterior〔VA）との間域で，遠く外側前方

の尾状核　nucl．　caudatus（Cd）に至る問に，多量

の変性線維がみとあられる．

　視床網様体核　nucl．　reticularis　thalami（R）に

も，その背側部に少量の変性線維がみとめられる．ま

た，本削切面では，尾状核　nuc1．　caudatus（Cd）

の背側部に中等量の変性線維が出現してくる，

　Fr．13，0の面における所見（図17）．

　視床網様体核　nuc1．　reticularis　thalami（R）の

背側部に中等量の変性線維がみられ，尾状核　nucl．

caudatus（Cd）の背｛則にも中等量のそれがみられる．

　また，脳弓　fornix（Fx）の周辺に，この腹側を

とりまくように変性線維がある．

一Fr．15．0の面における所見（図18），

図15　ネコNα41　Fr．11．5 図17　ネコNα41　Fr．13．0

図16　ネコNα41　Fr．12．0 図18　ネコNα41　Fr．15．0
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　尾状核　nucl．　caudatus〔Cd｝の背側部に中等量

の変性線維がみられる．

　nucl，　lateralis　post6rior（LP）の外側部に少量の

変性線維をみとめる，中心灰白質　griceum　centra・

1e（GC）にも少量の変性線維がある，

　Fr．6．0の面における所見（図10）．

　nuc1，1ateralis　posterior（LP）の外側部に，少量

の変性線維をみとみる．

　中心灰白質griceum　centrale（GC）にも少量の変

性線維がある．

　小　　　　括

　1．視床内野黒門における変性線維．

　a）視床前核群，視床外側核群，視床腹側核群に関

連する変性線維．

　破壊巣から前外側方に追跡される変性線維はnuc【．

centralis　lateralis　（CL）を通過して後に分散し，

前方乃至腹側にすすみ，大きな線維束をなしてnucl，

ventralis　medialis　（VM），　nuc1．　ventralis　late・

ralis（VL），　nuc1，　ventrahs　anterior（VA）のそれ

ぞれにまで追究される，なお，一部門さらに前方にす

すみ，nuc1，　anterior　medialis（AM），　nucl．　an・

terior　ventralis（AV）まで追究される．

　また，破壊巣から前方乃至腹外側に追跡される変性

線維は，やや後方にすすみ，nuc1．　ventralis　pos・

tero－medialis（VPM＞まで追究される，

　b）視床内側核群に関連する変性線維．

　破壊巣の内側に追跡される変性線維は隣接する

nucl．　parafascicularis（Pf）に広範囲に亘って追究

される，また，背内側に追跡される変性線維はCMに

接する　nucl．　mediahs　dorsalis（MD＞にまで追究

される．

　c）視床後核群に関連する変性線維．

　破壊巣から後外側に追跡される変性線維は，　nucl．

1ateralis　posterior（LP）に入り，さらに，後外方

にすすんで，これを通過し，視床枕核　nucl，　pulvi・

na［is〔Pul＞に達し，ここに追究される．

　d）視床正中核群に関連する変性線維．

　この子下には変性線維をみとめない．

　2．基底核諸核における変性線維，

　変性線維の一群が，破壊巣から前側方に追跡され，

nucl，　centralis　lateralis　（CL）を通過して，　nuc1。

ventralis　anterior　（VA）と　nucL　anterior　me・

dialis（AM）との間を，前方にめぐるようにすすみ，

強く前外方に進出して追跡され，尾状核　nucl．　cau・

datus（Cd）に入り，その頭部の背側部，体部中央部

に，かなりの線維束をなして達している，

　本例では，淡蒼球　globus　pallidus（GP），被殻

内

putamen（Put），三障claustrum（C1）には変性線

維がみられなかった．

　3．脳幹諸核における変性線維．

　破壊巣から腹側に向って追跡される変性線維は後方

にすすんで中心灰白質　griceum　centrale（GC）に

入り，一部は腹側にのびて黒質　substantia　nigra

（SN）に追究され，一部は前方にまわって，視床網様

体核nucl．　reticularis　thalami（R）に追究される．

実　験第　3

　ネコ，No．42．体重，3，000g．

　Jasper＆MarsanのaUasでAP：7．0，　L：3．0，

H：1．0に想定して破壊巣を作成した．　手術後生

存日数：12日間．矢状断標本作成．　　　　　，

　一次損傷（破壊巣）　：図19に示す如く，直径2mm

程度の破壊巣がCMの腹内側部に存在し，それはCM内

に完全に限局している．

　二次変性線維群：矢状断面（L2，L3，L4，L6）におい

て変性線維の分布を観察し，それらの再構築したもの

を小括で示した．

　L2，の面における所見（図20）

　この男切面では，CM内に破壊巣をみとめることが

できないが，若干の変性線維の分布をみとめる．

　CMから前方における諸核をみると，　nucl，　para・

centralis（Pc），　nuc1．　centralis　lateralis（CL）内の

全域にわたって，極めて多量の変性線維をみる．さら

に，腹側から背側の川頁に，nuc1．　ventralis　medialis

（VM），　nud．　ventralis　anterior〔VA｝，　nuc1．　ante－

rior　medialis（AM），　nucL　anterior　ventralis

（AV）にもまた，全域にわたって多量の変性線維をみ

る．なおCM内の腹側には内側よりにnuc1．　ventralis

postero－medialis（VPM）があり，それにも変性線

維の集落をみる．

　視床外側車群に属するものとして，CMの背側に

nucl．　lateralis　posterior　（LP），　そのまた背側に

図19　実験第3　ネコNα42　　破壊巣模型図
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nucl．［ateralis　dorsalis（LD）が現れているが，

それらにも多量の変性線維がある．

　CMの背前側に接する　nucl．　medialis　dorsaiis

（MD）に多量の変性線維がみられる．

　また，この削切面では腹側端に黒質　substantia

nigra〔SN）がみられ，それにも変性線維をみとめ
る．

　尾状核　nud．　caudatus（Cd）の腹側部には広範

囲．に亘って変性線維がみとめられる．

　L3，の面における所見（図21＞，

　　　　図20　実験第3　ネコNα42

　CM内の変性線維は減少している．CMに直接接する

nucL　centralis　lateralis　〔CL）内，　それに続く

nucL　ventralis　lateralis　（VL），　nucL　ventralis

medialis（VM），　nucl．　ventralis　anterior　〔VA），

nucl．　anterior　ventralis（AV）内には多量の変性

線維がみられる．後外側の　nucl．　lateralis　poste・

rior（LP），　nucL　lateralis　dorsalis（LD）にも，量

は減少しているが，変性線維がみとめられる．nucl．

medialis　dorsalis　（MD）にも全域にかなりの量

の変性線維がある．

矢状断L，に相当する割面における変性線維所見
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図23　ネコNα42　L6
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　前方に赴いて，視床網様体核　nuc1．　reticularis

thalami（R）があるが，ことに，その腹側部に変性線維

が著明である．尾状核　nucl．　caudatus〔Cd）の頭

部には変性線維が著しく多量にみとめられる．

　L4における所見（図22）．

　CM内，ことに，その背側部に若干の変性線維がみ

られる．CMに接する　nucL　centralis　lateralis（CL）

内，それに続く　nuci．　ventralis　lateralis　（VL），

nucl．　anterior　ventra［is　（AV），　nucl．　ventralis

anterior（VA）内には変性線維が多くみとめられる．

CMの背側に接する　nuc1．　lateralis　dorsahs（LD｝

内にも変性線維が多く，　nuc1．　lateralis　posterior

〔LP）内には腹背側にのびる帯状の変性線維群をみとめ，

nucl．　lateralis　posterior（LP）の背側に接する視

床卵核　nuci．　pulvinaris（Pul）内にも多量の変性

線維がみられる．視床網様体核　nucl．　reticularis

thalami（R）には，全域にわたり，極めて多量の変性

線維がみとめられる．尾状核　nucl．　caudatus（Cd）

の頭部全域に多量の変性線維の散在をみとめる．

　L6の面における所見（図23）．

　この削切面にはCMは現れない．　nucl．　ventralis

anterior（VA），　nucl．　ventralis　lateralis（VL），　nucl，

ventralis　postero－medialis　（VPM）内に多量の

変性線維があり，　nuc1．　lateralis　posterior（LP），

視床四聖　nuc1．　pulvinaris（Pul）内にも変性線維

が著明である．視床網様体核　nUCI，　retiCUIariS

thalami（R）には全域にわたって変性線維がみられる，

尾状核　nucl．　caudatus（Cd）にも，やや減少して

はいるが，変性線維がみられる．また，黒質　sub・

stantia　nigra（SN）の前側縁部に少量の変性線維が

みられている．

　又，淡蒼球　globus　paUidus（GP）の後方に禰漫

性に中等量の変性線維が，被殻　putamen（Put）の

中央部から後方にかけて禰漫性に多量の変性線維がそ

れぞれみとめられる．

　矢状断面L2，　L3，　L4．　L6には　nuc1．　parafascicularis

〔Pf｝が出現せず，それの変性線維を知ることができな

い．

　小　　　　括

　1．視床内灘核群における変性線維．

　a）視床前核群，視床外側核子，視床腹側核群に関

連する変性線維．

　変性線維が破壊巣から前方に向って追跡され，

nuci．　paracentralis　（Pc），　nucし　centralis　lateralis

（CL》を通過して分散し，さらに前方にすすんで，

nucl．　ventralis　medialis　（VM＞，　nucl．　ventralis

lateralis　（VL），　nucl。　ventralis　anterior　（VA）　に

追究される．一部のものはさらに前方にすすんで，

nucl．　anterior　medialis（AM｝，　nucl．　anterior

ventralis（AV）に追究される．

　また，前腹側に追跡される一群の変性線維はやや後

方に向い，　nuci．　ventralis　postero－medialis（V

PM）に追究される．

　b）視床内側鉢叩に関連する変性線維．

　破壊巣から背内側に向って　nucl．　medialis　dor・

salis（MD）に変性線維が追究される．　nucl．　para－

fascicularis（Pf）をみることはできなかった．

　c）視床後核群に関連する変性線維．

　CMにおける破壊巣から，後側に追跡される変性線

維は，nucl．　lateralis　posterior（LP）内に入り，

それを通過して，さらに後方，背側にすすんで，視床

枕掛　nucl．　puMnaris（Pu1）にまで追求される．

　2．基底核諸核における変性線維．

　破壊巣から前方外側に追跡される太い変性線維束

は，nucl．　centralis　lateralis　（CL）を通過して，

nuρL　anterior　medialis（AM）と　nuc！．　ventralis

anterior（VA）との間を回外側方にすすみ，さらに

強く前方に進出して尾状核　nucl．　caudatus（Cd）

の主として頭部の広い全域に達している．

　淡蒼球　globus　paUidus（GP）には中等量の，

被殻putamen（Put》には多量の変性線維が現れ
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ていた．

　3．脳幹諸核における変性線維．

　破壊巣から腹側に追跡される変性線維は，少しく後

方にすずんで中心灰白質　griceum　centrale（GC）

に入り，そこに追究される．一部は前方にのびて視床

網様体核　nucl．　reticularis　thalami〔R）に追究さ・

れ，一部は腹側にのびて赤核　nucl．　ruber（NR）と

内側毛帯　zona　incerta　（ZI）の間を通過して黒質

substantia　nigra（SN）に追究される．

実　験　第　4

　ネコ，No．12．体重，3，500g．

　Jasper＆MarsanのatlasでAP：7．5，　L：2．5，

H：0を想定して破壊巣を作成した．　手術後生存

日数：10日間．

　一次損傷（破壊巣）：．函24に示す如く，左CM腹側

部に作成された大きな破壊巣である．その腹側に存す

る内側毛帯　zona　incerta（ZI），　nucl　subfascicu一

laris（Spf），赤核nuc1．　ruber（NR）などに一部波

及している．組織学的にみると，破壊巣は高度の壊死

に陥り，周囲脳実質の一部も変性空泡化し，さらに，

その周囲に細胞浸潤を伴なっている．

　二次変性線維群：前額断面（Fr．6．5，　Fr．7．0，　Fr．

8．0，　Fr．10．0，　Fr．10．5，　Fr．11．5，　Fr．12．0，　Fr．

13．5，Fr．5．0）における変性線維の分布を観察し，そ

れらの再構築したものを小括に記述した．

　Fr．6．5の面における所見（図26）．

　左CMの腹側部に大きな物質欠損がみられる．すな

わち，破壊巣である．その周辺には僅かの変性線維が

みられる，赤核　nucl．　ruber（NR）にもその中央部

に少量の変性線維がみられる．

　Fr．7．0の面における所見（図27）．

　CMの腹内側部に大きな楕円形の欠損部があり，そ

の周辺には多量の変性線維が満ちている．やや腹側に

ある　nucL　ventralis　postero－medialis　（VPM）

に，ことに，その外側部に，変性線維がある．後外側

図26　ネコNα12　Fr．6．5

図24実験第4　ネ・コNα12破壊巣模型図
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にある　nucl．1ateralis　posterior（LP）の全域と，

それに接する視床枕核　nuc1．　pulvinaris〔Pu1）と

には，散在性であるが，中等量の変性線維をみとめ

る．また，nucl．　suprageniculatum　〔SG），　内側膝1

状体　corpus　geniculatum　mediale（GM》，外側

膝状体corpus　geniculatum　laterale（GL）にも同

様散在性の中等量の変性線維がある．

　やや側方に離れた内包　capsula　interna（CI）に

も少量の変性線維がみられる．腹側にある赤核nucl．

ruber（NR）には破壊巣が僅かに及んでいるが，

その背側部に少量の変性線維がみられる，

　Fr．8．0の面における所見（図28）．

　CMの背側に接する　nuc1．　medialis　dorsalis

（MD）には，全域になお変性線維がみとめられ，背側

にある　nucl．1ateralis　dorsalis（LD），腹側にある

nuc1．　ventralis　postero－medialis（VPM）にも少

量の変性線維がある．その他，内側膝状体　corpus

geniculatum　mediale（GM），外側膝状体　corpus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しgeniculatum　laterale’ iGL）の全域に散在性に変性

線維をみとめる．

　Fr．10．0の面における所見（図29）．

　nucl．　centralis　latera［is（CL）には，かなり広範囲

にわたって変性線維がみられ，これに隣接するnucl．

ventralis　medialis　（VM），　nucl．　ventralis　late・

ralis　（VL），　nuc1．　ventralis　anterior　〔VA），　nucl．

1ateralis　posterior（LP｝にも少量の変性線維があ

る．また，　nucl．　ventralis　postero－medialis　（V

PM）にも少量のそれがみられる．　nucl．1ateralis

dorsalis（LD）にも変性線維がみられる．CMの背側

に接するnucL　medialis　dorsalis（MD）にはなお

図28　ネコNo12　Fr．8．0

内

変性線維がみとめられている．

　Fr．10．5の面における所見（図30）．

　　nucL　paracentralis　（Pc），　nucL　centralis　la・

teraliSI（CL）に変性線維がみられるが，これをとりま

く諸口，　nucl．　ventralis　medialis　（VM），　nuc1．

ventralis　lateralis　（VL），　nucL　ventralis　anterior

（VA），　nucl．　anterior　ventralis　（AV），　nucl．1ate・

ralis　posterior（LP）などの全域に変性線維が多量に

みられる．　nucl．　ventraiis　postero．1ateralis（V

PL）にも全域にわたって多量の変性線維がみとめられ

る．　nuc1．　reuniens（RE）の右半に変性線維がみ

とめられる．内包　capsula　interna（CI）に少量の

変性線維がみられ，被殻　putamen（Put）の中央部

に少量の変性線維がみとめられる．

　Fr．11．5の面における所見（図31）．

　　nuc1．　ventralis　medialis（VM），　nuc1．　ventralis

【ateralis（VL），　nucl．　anterior　media4is〔AM）に

はその全域に多量の変性線維がみとめられ，　nucl，

ventralis　anterior（VA），　nud．　anterior　ventralis

（AV）に少量の変性線維をみる．

　内包　capsula　interna（CI）に少量の，　淡蒼球

globus　pallidus（GP），被殻putamen（Put）に多

量の変性線維をみる．

　Fr．12．0の面における所見（図32）．

　この幕切面では，nuc1．　ventralis　anterior（VA》，

nucl．　anterior　medialis（AM），　nucl．　anterior

ventralis（AV）に変性線維がみられ，　nucl．　reuni・

ens（RE）の腹側縁に限局性に変性線維がみとめられ

る，内包　capsula　interna（CI）にもかなり多量に

変性線維がみとめられ，淡蒼球　globus　paUidus

図29　ネコNα12　Fr．10．O
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（GP），被殻　putamen（Put），前障claustrum（Cl）

に至るまで，それらの背側部に中等量の変性線維がみ

とあられている．

　Fr．13．5の面における所見（図33）．

　尾状核　nucl．　caudatus　（Cd）の頭部の腹側部

1／2，および，背側部に中等量の変性線維をみとめ，

内包capsu頃intgr照（CI），漆蒼球glqbus　pal！i・

dus（GP），被殻　putamen（Put）にも中等量のそれ

をみとめる．

　Fr．5．0の面における所見（図25）．

　中心灰白質　griceum　centrale（GC），　nucL　co・

mmissurae　posterior（NCP）に多量の変性線維が

みられる．　淡蒼球　globus　pallidus（GP），内包

caPsUla　interna（CI）に少量の変性線維が分布してい

図30　ネコNα12　Fr．10．5

る．
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　小　　　　括

　1．視床内諸山群における変性線維．

　a）視床前核群，視床外側核群，視床腹側核群に関

連する変性線維．

　変性線維が破壊巣から前方に追跡せられ，nucl．

centralis　lateralis（CL）を通過して分散し，さらに

前方に進んで　nucl．　ventralis　medialis（VM）まで

追究される．やや外側に向って，背側で　nucl．　iate・

ralis　dorsalis（LD）まで，腹側でnucl．　ventralis

【ateralis（VL）まで追求される．一部はさらに前方に

進んでnuc1．　ventralis　anterior（VA），　nuc1．　an・

terior　ventralis〔AV）にまで追究される．

図32　ネコNαユ2　Fr．12．0
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　また，腹側，やや後方に追跡されて，nuci，　vent・

ralis　postero－medialis　（VPM），　nucl，　ventralis

postero4ateralis（VPL）まで追究される線維があ

る．

　b）視床内側核群に関連する変性線維．

　変性線維はCMの内側に隣接するnuc1，　parafasci・

cularis（Pf）内に多量に追究される．その一部は中脳

水道　aqueductus　cerebriの上方で正中線を越え

て，反対側の　nuc1．　parafascicularis（Pf）まで追

跡される．また，背側に隣接する　nuc1，　medialis

dorsalis（MD）にまで追跡される・線維量は多い，

　c）視床後核群に関連する変性線維．

　破壊巣から後外側方に追跡される変性線維は，

nuc1．［ateralis　posterior（LP）に入って，その中

央部を通過し，さらに外側にのびて視床載量　nUC1．

pulvinaris（Pul）まで追究される．

　その他に，後外側に追跡される変性線維で，　nud．

suprageniculatum（SG）を通過し，　内側膝状体

corpus　geniculatum　mediale（GM）にま1で追跡さ

れ，さらに側方にのびて，外側膝状体corpus　ge・

nicuiatum　laterale（GL）にまで追究されるものがあ

る．

　d）視床正中国訓に関連する変性線維．

　破壊巣から腹側前方に追跡される変性線維がある．

それは　nuc1．　reuniens（RE）まで，少量の線維束

となって追跡される．

　2，基底核諸核に関連する変性線維．

　破壊巣から学外側方に追跡される中等数の変性線維

群は，かなり長い距離をすすみ，次第に前方に向い，

内包　capsula　interna（CI）の中央部を通過し，淡

蒼球globus　pallidus（GP），被殻putamen（Put），

図34　実験第5　ネコNα13　　破壊巣模型図
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それよりさらに前障　claustrum（C　l）まで追究され

る．また，もう一つの中等量の変性線維群は破壊巣か

ら前外方に追跡され，nucl．　centralis　posterior

（CP）を通過して，　nucl．　ventralis　anterior（VA），

nucl．　anterior　medialis　（AM）との間を前側方

に進み，さらに前方にでて，尾状核nucl．　caudatus

（Cd）の頭部まで追究される．

　3．脳幹諸核における変性線維．

　破壊巣から腹側に追跡される変性線維は，少しく後

方に向い，中心灰白質　griceum　centrale（GC）に

入り，その核内に追跡される．なお，この例では，変

性線維が赤核　nucl．　ruber（NR）に少量にみられて

いるが，破壊が赤核　nuc1，　ruber（NR）にまで波及

していたものである．

実　験　第　5

　ネコ，No．13．体重，2，500g．

　Jasper＆Marsanの　atlasで　AP：7．0，　L：

2．’5，H，：0を想定して破壊巣を作成した．手術後生存

日数：14日間．

　一次損傷（破壊巣）：図34に示す如く，左CMに位置

するが，その一部は周囲のnucl．　medialis　dorsalis

（MD）の腹側部，　および，　nucl．　parafascicularls

〔Pf）の腹側部から赤核　nucl．　ruber（NR）にわたっ

て波及している．組織学的にみると，破壊巣の大部分

は物質欠損によって占められ，周辺に小円形細胞の浸

潤のかなり高度のものがみられる，

　二次変性線維群：前額断面（Fr．5．0，　Fr，6．0，　Fr．

7．0，Fr．8．0，Fr．9．OFr．11．0，　Fr．12．0，Fr．13．0）に

図35実験第5ネコNα13　前額断Fr．5．0

に相当する割面における変性線維所見

Io

負二≧冬



　　　　　Centre　m6dian　Luysiの破壊による変性線維の追求　　　　　　　　　　261

図36　ネコNα13　Fr．6．0　　　　　　　　　　　　　図39　ネコNα13　Fr．9．0
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262 寺 内

図42　ネコNα13　Fr．13．0

　　　　　　o」
　　　　　＝き

図43　ネコNα13　Fr．16．0

おいでの変性線維の分布を図35～43に示す．その結果

に基づいて再構築したものを次の小括において示す．

　小　　　　括

　1．視床内諸物群における変性線維．

　a）視床前核群，視床外側核群，および，視床腹側

核群に関連する変性線維．

　変性線維はCMにおける破壊巣から前方に追跡され，

nucl．　centralis　lateralis（CL）に入り，それを通

過して背側方に　nucl．　lateralis　dorsalis（LD＞ま

で追究される．またnucl．　centralis　lateralis（CL｝

を通過した大部分の線維は分散して，　さらに前方に

すすみ，腹側でそれぞれ　nucL　ventralis　medialis

（VM），　nucl．　ventralis　lateralis（VL）の全域，　nuc1．

ventralis　anterior（VA）の背側部にかなりの変性

線維群として追究される．さらに前方にすすむ変性線

維は，　nucl．　anterior　medialis（AM），　nuc1．　an・

tbrior　ventralis（AV）に中等量追究される．

　また，破壊巣から腹側後方に追跡される変性線維

で，　nucl．　ventralis　postero－medialis（VPM＞を

経て，さらに外側にのび，視床中継核である　nucl．

ventralis　postero4ateralis（VPL）にまで追究され

るものがある．

　b）視床内側核群に関連する変性線維，

　破壊巣から内側に追跡される変性線維は，隣接する

nuc1，　parafascicularis（Pf）に多量に入り，そこ

に追究される．また破壊巣から背側に追跡されるもの

は，やはり接する　nucL　medialis　dorsalis（MD）

に入り，その全域にわたって追究される．

　c）視床後門群に関連する変性線維．

　破壊巣から後外側に向って追跡される変性線維は，

nuc1．1ateralis　posterior（LP）に入り，その背側

部を横切るように通過して外側後方にすすみ，視床枕

核nucL　pulvinaris（PuDに入って，そこまで追
究される．

　また，後外側に追跡される他の変性線維群は，

nuc1．　suprageniculatum（SG）を通過し，内側膝状

体corpus　geniculatum　mediale（GM）に入り，

これを通過して，さらに外側にすすんで，外側膝状体

corpus　geniculatum　laterale（GL｝にまで追究

される．

　d）視床正中核群に関連する変性線維．

　この丁丁には変性線維がみとめられない．

　2．基底核諸核における変性線維．

　破壊巣から，腹外側方に追跡される変性線維は，腹

側前方にすすみ，内包　capsula　interna（CI）を通

過して，さらに前方にでて，淡蒼球　globus　palli・

dus（GP），被殻putamen（Put），前障claustrum（CD

に入っている．

　また，他の変性線維群は破壊巣から前方に追跡さ

れ，nucl．　centralis　lateralis（CL）を通過して，　nuc1．

ventralis　anterior　（VA）と　nucl．　anterior　me・

dialis（AM）との間を前方にのび，さらに強く前方に

進出して，尾状核　nucl，　caudatus（Cd）頭部の中

央部から背側部にまで追究される．

　3．脳幹諸核における変性線維．

　破壊巣から尾側にでて，腹側に追跡される変性線維

は，まもなく中心灰白質　griceum　centrale〔GC）

に入り，多数の線維群として追究される．さらに黒質

substantia　nigra（SN）にまで追究されるものが

ある．

　また，著しく前方にのびて視床網様体核　nuc1，
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reticularis　thalami（R）まで追跡される線維があ

る．

実　験　第　6

　ネコ，No．43．体重2，500g．

　Jasper＆　Marsan　のatlasでAP：7．0，L：3．0，

H：1．0に想定して破壊巣を作る．手術後生存日数：14・日間．

　一次損傷一（破壊巣＝）：一破壊巣は図44に示す如く，左

CMの内側部を中心として形成されている．その上縁

は　nucL　medialis　dorsalis（MD）の腹側に侵入

し，内側縁はCMの内側縁と一致する．外側縁はCMの中

心にあり，下縁は赤核　nucl．　ruber（NR）および

nucL　sub・parafascicularis（Spf）1に僅かに侵入している．

　二次変性線維群：前額断面（Fr．5．0，　Fr．8．0，　Fr．

9．5，Fr．12．0，　Fr．14．0，　Fr．15．5）における変性線維

の分布状態を図45～図50に示した．また，それらの結

果に基づいて再構築したものを次の如く小忌において

記述した．

図44　実験第6　ネコNα43破壊巣模型図
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　小　　　　括

　1．視床内諸核群における変性線維．

　a）視床前核群，視床外側核群，視床腹側核群に関

連する変性線維．

　CMにおける破壊巣から前方に追跡される変性線維

は，nucl．　centralis　lateralis（CL）に入り，これ

を通過して後分散し，背外側にのびて，　nucl．　late・

ralis　dorsalis（LD）にまで追究され・るものがあり，

他の多量の線維群は，さらに前方にすすんで，それぞ

れ，　nucl．　ventralis　medialis（VM），　nucl．　vent・

ralis　lateralis（VL）に多量の線維として追究され

る．また，さらに前方にでるものは，それぞれ，　nucl．

anterior　medialis（AM）の全域，　nucl．　anterior

ventralis（AV）の腹外側部にまで追究される．

　また，破壊巣から腹側後方に追跡される変性線維

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にで，　nucL　ventralis　postero－medialis（VPM）・を

通過し，さらに　nucl．　ventralis　Postero．late「alis

（VPL）にまで追究されるものが少量にある．

　b）視床内側核群に関連する変性線維．

　破壊巣から背側に隣接する　nucl．　medialis　dor・

salis（MD）に入る多量の線維が追跡される．また，

内側に接する　nuc1．　parafascicularis（Pf）内にも

多量の変性線維が追究される．但し，nucl．　para・

fascicularis（Pf）には一次損傷が僅かに波及している

のである．

　c）視床後見群に関連する変性線維．

　中等量の変性線維が破壊巣から後外側に追跡され，

nucl．1ateralis　posterior（LP）に入り，その腹側

部をかなり長い距離，外側後方に横切って視床枕核

nucl．　pulvinaris　（PuDの腹側部にまで追究される．

　また，少量の変性線維が破壊巣の外側後方に追跡さ

れ，　nucL　lateralis　posterior（LP）の腹｛則をまわ

図45実験第6　ネコNα43前額断Fr．5．0
に相当する割面における変性線維所見

図46　ネコNα43　Fr．8．0

　　ρ，1｛

づ，癖．、騙一一

　‘洲｝‘　≧鰐P　　　66

◎丙1

　6餉

辿
　
蟹

＼
ソ
　

脾



264 寺 内

図47　ネコNα43　Fr．9．5
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図49　ネコNα43　Fr．14．0
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図50　ネコNα43：Fr．15．5

って，　nuc1．　suprageniculatum〔SG）を通過し，

内側膝状体　corpus　geniculatum　mediale（GM），

・外側膝状体corpus　geniculatum　laterale（GL｝に

まで追究される．

　d）視床正中核群に関連する変性線維．

　この核群には変性線維をみとめない．

　2．基底核卵核における変性線維．

　破壊巣から腹側外方に追跡される変性線維群が強く

前方に進出し，内包　capsula　interna（CI）を通過

して，その一部は淡蒼球　globus　paUidus（GP｝の

内側部に達する．一部は被殻　putamen（Put）の背

側部，前頭　claustrum（CDの背側部にまで追究さ1

れる．

　また，かなり多量の変性線維が破壊巣から前方に追

跡され，　nuc1．　centrali61ateralis（CL）を通過し，

nucl．　ventralis　anterior　（VA）　と　nucl．　anterior

medialis（AM）との間を前側方にのび，さらに強く

前方にすすんで，尾状核　nucl．　caudatus（Cd）の

頭部全域に追究される．

　3．脳幹諸核における変性線維．

　破壊巣から腹側に追跡される変性線維で，後方にの

びて中心灰白質　griceum　centrale（GC）に入るも

のがあり，また，腹側に向って赤核　nuc1．　ruber

（NR）の内側縁に少量の変性線維が追究される，但し，

本例では一次損傷が赤核　nuc1．　ruber（NR）に一部

波及していたものである．

総括および考按

　ネコのcentre　median　Luysi（いわゆる視床正中

中心核）に破壊巣を作成した後に出現する変性線維を

Nauta＆Gygax変法で染色勘案した．　そのう

ち，破壊巣がCM内によく作成された6例について，

とくに詳細に検索した．変性線維の経過を追跡した成

績に基づいて，1．CMと視床内諸核群との線維結合，

2．CMと基底核諸核との線維結合，3．CMと下部脳

幹諸核との線維結合の三つの事象に関して考察を加え

たい．

　1．CMと視床内諸核群との線維結合について

　a）視床前核群，視床外側核群，および，視床腹側

核心との線維結合，’

　著者はCMに破壊巣を作成したすべての実験例にお

いて，視床前核群，視床外側核群，および，視床腹側

核群に変性線維をみとめ，その経過を追跡することに

よってCMは　nucl．　centralis　lateralis（CL）を経

由して，背外側の　nuc1．　lateralis　dorsalis（LD），

腹側前方の　nucl．　ventralis　medialis（VM），　nuc1．

ventralis　lateralis（VL），　nuc1．　ventralis　anterior

（VA），　nucl．　anterior　medialis（AM），　nuc1．　ante－

rior　ventralis（AV｝のそれぞれと線維結合を持・つ

ことをみとめた．

　Nauta＆Whitlock（1954）22）は，　CMに破壊巣を作

った場合，変性線維を腹側核群にみとめているが，そ

れは内側古板　lamina　medullaris　medialis，　nuc1．

ventra［is　lateralis（VL）においてであり，ざらに少

量ながら，　nuc1．　ventralis　postero－medialis〔V

PM），　nucl．　ventralis　media！is（VM），　nuc1．　ven・

tralis　anterior（VA｝においてである．また，Crouch

〔1940）23）も，　CMから視床外側核群，　および，　視

床腹側核群への投射を記述している．

　著者は，CMの破壊巣からの変性線維を追跡した結

果に基づいて，CMと　nucl，　ventralis　posterome・

dialis（VPM），さらに，　nucl．　ventralis　postero・

lateralis（VPL）との線維結合を想定した．

　Khalifeh，　Kae［ber＆Ingram24）の指摘するところ

によると，CMに破壊巣を作った場合，　nuc1．　media・

［is　dorsalis（MD）から　nucl．　ventralis　Postero・

medialis（VPM），　nucl．　ventralis　postero4ateralis

（VPL）にわたって変性をみとめることがあるが，それ

は，破壊の直接効果ではなく，同時にnucl．　media・

iis　dorsalis（MD）をも破壊したことによる副現象

であるとしている．しかし，著者の共同研究者，卜

部，渡辺，伊藤らllDはnuc1．　ventralis　postero4a・

teralis（VPL）の電気刺激により，CMにおいて短潜

時の誘発電位が記録され，さらに　nucl，　ventralis

postero・lateralis　（VPL）の条件刺激により，末梢刺

激：によるCMにおける誘発電位の振幅が著しく影響を

受けると報告しているので，これらの事実に基づき，

両核の間の連絡は容易に考えられるのである．

　Mehler　et　al〔1960，1965｝25）は，　nuci．　centralis
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lateralis（CL），　CM，視床前核群，視床腹側核群の問

の線維結合は，常に　nucl．　centralis　lateralis（CL）

とintralaminar　thalamic　distribution（内髄板

視床配置）とを経由していると述べているが，著者の

実験においてもそれを肯定する所見がみられている．

　従来，CMからは反対側に投射しないと考えられて

いたが，Crouch（1940）は，　Marchi法を用いてC

Mから対側の視床腹側核群，および，視床外側核群に

投射していると報告し，Nauta＆Whitlock（1954）

もCM　Iから対側の　nucl．　paracentralis（Pc）や視

床腹側岸壁にも投射していると報告している．著者の

ネコNo．8の実験においては変性線維が破壊巣から対

側のCM，および，　nucl．　ventralis　anterior（VA）

に追跡され，CMと対側のそれらの諸核との間の連絡

をみとめ得るのである．この所見は　Crouchや

Nauta＆WhitlockらのいうCMからの対側投射を
支持している．ト部，渡辺，伊藤10）も対側CMに10～100

cpsの電気刺激を行なうと，CMニューロンの自発

発射は一般に促進される．また，対側CMに10～100cps

の電気刺激を行なうと，皮膚の有害刺激に対するC

Mニューロンの発射頻度が増加するという知見を得て

いる．すなわち，これらの事実は，電気生理学的に，

CMから対側CMへの投射を示すものと見倣し得，著者

の実験の結果とも一致する．

　b）視床内側核群との線維結合．

　CMに作られた破壊巣から変性線維がnucl，　medi・

alis　dorsalis（MD）に追究される所見は，すべての

実験例においてみとめられた．CMとnucl．　medialis

dorsalis（MD）との間には密な線維結合を想定でき

る．

　Nauta＆WhiUock（1954）はCMにおける破壊巣か

ら　nucl．　medialis　dorsalis（MD）の外側部を上行

する比較的少量の変性線維をみとめているが，これ

は，恐らく電極刺入による損傷の結果生じた変性線維

であると考えているようである．

　次に，CMと　nucl．　parafascicularis（Pf）との間

の線維結合についてみると，著者の5例の実験におい

て，．CM内の破壊巣から　nuc1．　parafascicularis（Pf）

に追跡される変性線維をみとめた，とくに，ネコNo．8，

No．12の実験においては多量の変性線維が破壊巣

から　nucl．　parafascicularis（Pf）に追跡すること

ができた．そこで著者はCMと　血uc1．　parafascicu［a・

ris（Pf）との間の密な線維連絡を想定するのである．

　Rioch（1931）26）は，サル，イヌ，アザラシの実験に

おいて，CMと　nucl．　parafascicularis（Pf）との線

維結合を報告している．この結合はすべての哺乳動物

内

に存在し，高等の哺乳動物になる程明瞭になるとい

う．Le　Gros　Clark（1930）27）も，サル，ヒトにお

いてCMの系統発生的発展を観察し，　CMがintegra・

ting　mechanism（統合的野作）を営む重要な場であ

ることを指摘している．

　c｝視床多核群との線維結合．

　著者はCMにおける破壊巣から後外側に向って変性

線維が追跡され，nucl．　lateralis　posterior（LP）

を通過して，さらに外側後方にすすみ，視床枕核

nucl，　pulvinaris（Pul）にまで追究されるのをみと

めた．すなわち，CMは　nucl．1ateralis　posterior

（LP）を経由して外側後方に向う経路によって視床枕

核nucL　pulvinaris（PuDに連絡すると想定する

ことができる．

　文献的には　nucl．　medialis　dorsalis（MD）と視

床枕核　nucl．　pulvinaris（PuDとの間の線維結合

については記載があるが，著者の実験においてもCMに

作成された破壊巣が　nuc1．　medialis　dorsalis（MD）

に波及した場合には，多量の変性線維がCMから外側

後方へすすみ，視床枕核　nuc1．　pulvinaris（PuD

に達するのをみる．しかし，破壊巣がCM内に完全に

限局して作られたネコNo．8，No．41，　No．42の実験に

おいても，破壊巣から視床枕核　nuc1．　pulvinaris

（PuDに至る変性線維が中等量にみられているので，

CMと視床枕核　nuc1．　pulvinaris（PuDとの間に線

維連絡のあることは確実である．

　ネコNo，12，　No．13，　No．43の実験においては，変性

線維が破壊巣から腹側外方に追跡され，内側膝状体

corpus　geniculatum　mediale（GM｝を通過し，さ

らに外側膝状体corpus　geniculatum　laterale〔GL）

に追究せられるのをみる．従ってCMと内側膝状体

corpus　geniculatum　mediale　（GM），外側膝状体

corpus　geniculatum　laterale（GL）との間に線維

連絡があるようにみえる．しかし，これらの実験例に

おいては破壊巣がCM外にでて，例えば　nucl．　para・

fascicularis（Pf），　nucl．　medialis　dorsahs〔MD），

赤核　nucl．　ruber　（NR）などに波及していたもの

である．破壊巣が完全にCM内に限局していたネコ

No．8，No．41の実験においては内側膝状体corpus

geniculatum　mediale（GM），外側膝状体　corpus

geniculatum　laterale（GL）にみられる変性線維は

極めて少量である．それ故に，CMと内側，および外

膝状体　corpus　geniculatum　mediale　et　laterale

（GM＆GL）との直接の線維連絡は極めて疑わしく，

なお慎重な検討を加えて断案しなければならない．

　d）視床正中核群との線維結合．
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　CMにおいて作成された破壊巣が内側毛帯　zona

incerta　（ZI）に波及した場合，変性線維が　nuci．

reuniens　（RE）においてみとめられた，しかし，CM

の破壊巣が内｛則毛帯　zona　incerta（ZI）に波及し

ていない場合には　nucl．　reuniens（RE）に変性線

維がみられない．

　Gurdjian（1927）28）はネズミを用いて，視床下部，

および，視束前野から視床の正中核群への線維結合に

ついて報告している．新見（1964）も　Nauta法によ

って，視床下部から視床核への線維結合を追求してい

る．それによれば，腹内側視床下部に破壊巣を作る

と，それより変性線維が発して，nuci。　reuniens

medianus，　nucL　reuniens　arcuatus，　および，

nucl．　parafascicularis（Pf）に至るのをみる．また，

nucl．　medialis　dorsalis（MD）の内側部において

は，大部分の線維は通過するが，一部のものはそこに

終末するという．

　従って，破壊が視床下部に及ぶ場合には，著者の実

験におけるが如く，それが僅かにCMの腹側で内側毛

帯　zona　incerta（ZI）に波及するような軽い程度

であっても，　nuc1．　reuniens（RE）に変性線維をみ

とめるのであって，この事実の解釈にはさらに考慮を

重ねなければなら．ない．別の表現をすれば，CM．と

nucl．　reuniens〔RE）との連絡については軽々に断

ずることはできないのである．　　　　　　・

　2．CMと基底核歯応　（GP，　Put，　Cd，　CDとの線

維結合について．

　Walker（1938）29）は，霊長類では，　CMから線状体

corPus　striatum，ことに，淡蒼球globus　paUidus

〔GP）に線維を送っていると述べている．　Maclardy

（1948130）　はヒトで，　CMから線状体　corpus　st・

riatumに向って投射するが，そのうち，淡蒼球glo・

bus　pallidus（GP）には投射しないと報告している．

Le　Gros　Ciark　＆　Richie　RusseH　（1939）3D　はヒ

トで，破壊巣を，被殻　putamen（Put）を含めて外

々capsula　externa（CE）に作った後，　Weigert－

Pal法で逆．行性変性像を追跡して，　CMにおいて細胞

変性像をみとめている．

　C．Vogt＆0．　Vogt（1941）32＞，　Le　Gros　Clark　＆

Russe11（1939），　Droogieever　＆　Stefens（1951）33）

もCMから被殻　putamen　（Put），八白　claustrum

（CI）への投射を記載している．　また，　Nauta＆

Whitlock（1954）も長い線維が内包　capsula　inter・

na（CI）を穿通して，レンズ核　nucl．　lentiformis

（NL）に入り，主として被殻　putamen（Put）に，僅

かながら淡蒼球　globus　paUidus（GP），前障　cla・

ustrum（Cl）に終止すると報告している．

　著者の実験の結果では，CMにおける破壊巣の腹側

外方に変性線維が追跡せられ，前方に進んで内包

capsula　interna（CI）を通過して，さらに腹側前方

に進み，淡蒼球　globus　paUidus（GP＞および被殻

putamen（Put）にまで追究せられている．従って，

CMから腹側前方にのび，内包capsula　interna（CI）

を経て，淡蒼球　g［obus　pallidus（GP），および被

殻putamen（Put）に達する経路による線維連絡の

あることを想定することができる．

　ところが，CMに破壊巣作成後，前障claustrum（Cll

に変性線維のみとめられたネコNo．12，　No．13，No．43

の実験においては破壊巣がCMに限局することな

く，その周辺の核，とくに，赤核nucl．　ruber（NH）

あるいは，　nucl．　subparafascicularis（Spf）に多

少なりとも波及していた．それに対し，前障claust・

rum（Cl）に変性線維をみとめなかったネコNo．8，

No．41，No，42の実験においては，破壊巣がCM内に正確

に限局して作られていた．以上の事実から，著者は，

CMと前出　claustrum（C1｝との間の線維結合はみと

めるべきでないとする見解をもつものである．

　CMと尾状核nuc1．　caudatus（Cd）との線維結合に

ついては　Nauta＆Whitlock（1954）および，

Gless＆Wall（1946）魯4）はそれをみとめず，　C，　Vogt

＆0．Vogt（1941）は，　CMの腹外側部の小細胞部と

被殻　putamen（Put）との間に，　CMの背外側部の大

面面部と尾状核　nucl．　caudatus（Cd）との間にそ

れをみとめている．これはネコにおける勘案である

が，Hassler（1948＞35）はヒトで，同様に，CMの大細

胞部と尾状核　nucl．　caudatus（Cd）との間に，　CM

の小細胞部と被殻　putamen（Put）との間に線維結

合をみとめている．また，　Simma（1951）36）は4例

のヒトについて検索し，CM，および，　nuc1．　para・

fascicularis（Pf｝は線状体corpus　striatumに投

射するが，大脳皮質に投射しないとしている．さらに

細かく述べると，　CMの内心側部と尾状核　nucl．

caudatus（Cd）との間，　CMの外腹側部と被殻puta－

men（Put）との間をそれぞれ結合する線維系のあるこ

とをみとめている．次にPowell＆Cowan（1954）37）

は，ラットを用いて，CMから発して内包capsu［a

interna　（Cl）　の前腹側部を通り，尾状核　nucl．

caudatus（Cd）の歯内側部中央部，さらに前視蓋領

域の背側部に投射する線維結合をみとめている．彼等

（1955）38）は，また，ウサギを用いて，CMから内側髄板

lamina　medul［aris　mediahs，　nucl．　centralis

medialis（NCM），　nuc1，　paracentralis（Pc），そし
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て尾状核　nucl．　caudatus（Cd）の頭部へ投射し，

一方，CMから　nucl．　parafascicularis（Pf），そし

て被殻　putamen〔Put）へ投射する線維系のあるこ

とを勘案している．さらにまた，彼等（1956）39）は，サ

ルを用いて，ほぼ同様の成績をあげている．しかるに，

Nashold，　Handbery　＆　Olszewski　（1955）11［）は

逆行性変性の追跡実験を行なっている．5匹のネコの

実験群では尾状核　nucl．　caudatus（Cd）のみに破

壊巣を作ったが，視床諸核に変性線維がみとめられな

かった．内包　capsula　interna（CI），および，尾状

核nucL　caudatus（Cd）に破壊巣を作った別のネ

コ実験群においては，全例において視床諸核に変性線

維がみとあられ，とくに，nucL　anterior　ventralis

（AV），髄鞘内核　nucl．　intralaminaris，およびCM

に著明な変性線維がみとあられている．この所見から

推断すると，CMおよび終板内核　nuc1．　intralamin・

arisから内包　capsula　interna〔CI）に投射する線

維結合はあるが，尾状核　nucl．　caudatus（Cd）へ

投射する線維系はないということになる．

　著者の5例のネコ　（No．8，No．42，　No．12，　No．13，

No．43）の実験において，CMの破壊巣から前方に追跡

される一群の変性線維は　nuc1．　centralis　lateralis

（CL）を通過し，　nucl．　ventralis　anterior（VA）と

nucl．　anterior　medialis（AM）との間を外側前方

、にすすみ，さらに強く前方にでて，尾状核　nucl．

caudatus（Cd）の頭部の背側部，体部の中央部にま

で追究されるのをみている．従ってCMから前方にで

て，　nucL　centralis　lateralis（CL）を経て，　nucl．

ventrahs　lateralis　（VL）と　nuc1．　anterior　me・

dialis（AM）　との問を強く外側前方にのび尾状核

nucl，　caudatus（Cd）の頭部の背側部，その体部の中央

部に達する経路による線維連絡を想定することができ

る．

　3．CMと脳幹三州との線維結合について。

　ネコ，No．8，No．12，　No．13，　No．42の4例の実験

においては，変性線維がCMに作られた破壊巣から腹

側に追究され，黒質　substantia　nigra（SN）に達

しているのをみとめた．就中，破壊巣が正確にCM内

に作られているネコ，No．8，No．42の実験において

は，　きわめて多量の変性線維が黒質　substantia

nigra〔SN）内に追究されている．

　また，ネコNo．8，No．12，　No．13，No．43の4例の実

験においては，破壊巣から，中心灰白質griceum

centrale（GC）への変性線維が追跡され，ネコNo．41，

No．42の2例の実験においてはそれがみとめられな

い．

内

　また，CMの破壊巣作成後，遠く腹側前方の視床網

様体核　nuc1．　reticularis　thalami（R＞にも変性線

維が追跡される．

　従って，CMと脳幹門門，中心灰白質　griceum

centrale（GC），黒質substantia　nigra（SN），網

様体　formatio　reticularisなどの間に線維連絡が

想定されるのである．

　Glees（1946）は，さらに，　CMおよび，　nuc1．　me・

dialis　dorsalis（MD）から　subthalamic　region

を通って中心灰白質　griceum　centrale（GC）に至

る経路のあることを報告しているが，それは著者の実

験結果とよく一致する．

　なお，線維連結の研究をするにあたっては，CMを

通過する線維について検討しておき，その結果と破壊

巣を作成して生じた変性線維の結果とを勘案して線維

結合について推断を下すのが正しいのである．しか

し，著者は，CMを通過する線維への検討をしなかっ

たので，ここに述べた成績は通過線維に関するものも

含めたものである．

結 論

　体重2．5～3．5kgのネコを用い，　centre　m6dian

Luysi（いわゆる視床正中中心核）に，電気凝固によ

って破壊巣を作成した．一定期間生存させた後，脳標

本をとり，1～3カ月間固定する．凍結連続切片を作

り，Nauta＆Gygax変法で染色して，変性線維
を追跡観察した．破壊巣がCM内によく作成された6

例の実験については，とくに詳細な検索を遂げ，CM

とその周囲諸核との線維結合に関して次の成績を得
た．

　1．CMと視床掌理核群とめ線維結合について．

　a）CMと視床前核群，視床外側核群，および視床腹

側核群とを結ぶ線維連結として，　CMから　nuc1。

centralis　lateralis（CL）を経て，　背外側に向ってI

nucl．　lateralis　dorsalis（LD）に達するものがあり，

また　nucl，　centralis　lateralis（CL）を通過して，

さらに前方にすすみ，　それぞれ　nucl．　ventralis

medialis（VM），　nuc1。　ventralis　lateralis（VL），　nuc且．

ventralis　anterior（VA）に達する線維連絡があり，

さらに前方にのびて，それぞれ，nuC1．　anterior

medialis（AM），　nuc1．　anterior　ventralis　（AV）

に達する線維連絡が想定される．

　また，CMから後方，やや腹側に向って，　nucl．

ventraiis　postero－medialis（VPM），および，　nuc1，

ventralis　postero－lateraiis（VPL）を結ぶ線維連絡

が想定される．
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　b）CMと視床内側核群とを結ぶ線維連絡として，　C

Mと　nucl．　medialis　dorsalis（MD）とを結ぶ線維

連絡，および，CMと　nuc1．　parafascicularis（Pf｝

とを結ぶ線維連絡が想定される．

　c）CMと視床後核群とを結ぶ線維連絡として，　CM

から　nucL　centralis　lateralis（CL）を経て，外側

後方にのび，視床枕核　nucl．　pulvinaris〔Pul）の

中央部に達する線維連絡のあることを確認し得た．

　CMと後核群に属する内側膝状体　corpus　geni・

culatum　media［e（GM），および外側膝状体corpus

geniculatum　laterale〔GL）との直接の線維結合を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌想定することは困難である．

　d）CMと視床正中核群との間には線維連絡がみとめ

られない．

　2．CMと基底面諸核との線維結合について．

　CMから前方に向い，　nucl．　centralis　lateralis

（CL）を経て，　nuc1．　ventralis　anterior〔VA）と

nuc1．　anterior　medialis（AM）との間を外側，か

っ，前方に進む経路によって尾状核nuc1．　caudatus

（Cd）の頭部の背側，体部の中央部に達する線維連絡

を想定できる．また，CMからやや腹側，前方にでて，

内包　capsula　interna（CI）を経て，さらに，前方

に進み，淡蒼球　globus　pallidus（GP｝，被殻　pu・

tamen（Put）のそれぞれに達する線維連絡が想定さ

れる．しかし，CMと前障　claustrum（C1）とを直接

結ぶ線維連絡は想定されない．

　3．CMと脳幹諸核との線維結合について．

　CMと腹側後方の中心灰白質　griceum　centrale

（GC），腹側の黒質　substantia　nigra（SN）とを結

ぶ線維連絡が想定され，CMと脳幹網様体　formatio

reticularisとを結ぶ線維連絡も想定される，

　欄筆に当り，本研究を私に課し，終始御懇篤なる御指導，御

校閲を賜わった恩師ト部美代志教授ならびに種々御教示をいた

だいた本陣良平教授に深甚なる謝意を表します．なお研究方法

等に就いて御懇篤なる御指導を戴いた本学解剖学教室酒井恒助

教授に深謝します．．又研究遂行に御援助下さった本学脳神経外

科教室伊藤治英講師，日本大学医学部脳神経外科教室坪川孝志
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                             Abstract

   Using adult cats, the focus of destruction was made stereotaxically in centre

median Luysi (CM) of the thalamus by means of electrocoagulation. After the

survival of the animals for 14 days, the brain was taken out and fixed in
formalin solution･for 1-3 months. The serial sections were made stained by

Nauta & Gygax's method.
   Fiber degeneration was traced into the nuclei of the thalamus, as well as
the surrounding area. Fiber connection was examined between the CM and its
neighbouring nuclei.
   1) There. is fiber connectionwhich starts from the CM, passing through the
nucl. centralis lateralis (CL) and extends dorsolaterally to the nucl. Iateralis

dorsalis (LD). On the other hand, the band enters the nucl. centralis lateralis

(CL), passing through there. spreads in several bundles, some of which extend
forward to the nucl. ventralis medialis (VM), the nucl. ventralis lateralis (VL)
and the nucl. ventralis anterior (VA), respectively. Some of the bundles are traced

further anteriorily to the nucl. anterior medialis (AM) and the nucl. anterior
ventralis (AV), respectively.
   There is also continuous tracing of the paths followed by the'degeneration

in a ventroposterior direction from the CM to the nucL ventralis posteromedialis

(VPM) and further laterally to the nucLventrais posterolateralis (VPL).

   2) The CM is in immediate contact of the fibers with the medial thalamic
nuclei, such as the nucl. parafascicularis (Pf) and the nucl. medialis dorsalis
(MD).

   3) A diagonal band of the fibers starts from the CM, passing through the



nucl. centralis lateralis (CL), proceeds posterolaterally for a pretty long distance

and enters the central zone of the pulvinar thalami (Pul). It is difficult to settle

the immediate fiber contact from the CM to the corpus geniculatum mediale
(CM> and the corpus geniculatum laterale(GL).

   4) No fiber degeneration is visible in the central nuclei of the th'alamus

following destruction of the CM.
   5) There is a large bundle of fiber degeneration as the centro-median basal
complex which starts from the CM, passing through the nucl. centralis lateralis
(CL), forms the tract proceeding for a pretty long distance anterolaterally along

the zone between the nucl. ventralis anterior (VA) and the nucl. anterior medialis

(AM), curves anteriorily and then enters the dorsal zone of the head and the
central zone of the body of the nucl. caudatus (Cd). There is another bundle
of the centro-median basal complex which is traced ventrally anteriorily from

the CM, passing through the central part of the capsula interna (CI), further

proceeds forward and enters the globus pallidus (GP) and the putamen (Put),
respectively,however, there is no fiber degeneration which is in immediate
contact with the claustrum(CL).
   6) As the result of tracing fiber degeneration from the coagulating focus
in the CM, fiber connection is observed between the CM and the griceum centrale
(GC) situated ventroposteriorily as well as the substantia nigra (SN) ventra-11y.

And fiber contact is also found which starts from the CM, extending in an
banterior direction to the nucl. reticularis thalami (R). (The author's abstract)
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写真1　実験第2　ネコ　Nα12．

　AVにおける変性線維を示す。

　Nauta－Gygax変法×690

饗覇慧ンジ難・礁露鰭瑛1；観慧、

写真2　実験第2　ネコ　Nα12．

　Vしにおける変性線維を示す。

　Nauta．Gygax変法×690
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写真3　実験第2　ネコ　No　18．

　Pfにおける変性線維を示す。

　Nauta－Gygax変法×690
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写真4　実験第2　ネコ　No　12．

　Cdにおける変性線維を示す。

　Nauta－Gygax変法×690
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写真5　実験第2　ネコ　Nα12．

　Putにおける変性線維を示す。

　Nauta－Gygax変法×690

写真6　実験第2　ネコ　No　12．

　SN（同胞）における変性線維を示す。

　Nauta－Gygax変法×690
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写真7　実験第2　ネコ　Nα12．

　Pulにおける変1生線維を示す。

　Nauta－Gygax変法×690
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写真9　実験第2　ネコ　Nα12．

　GPにおける変性線維を示す。

　Nauta－Gygax変法×690


